














(1)はじめに 

 インスリン欠乏にもとづく小児糖尿病(インスリン依存型糖尿病:Insulin Dependent 

Diabetes Mellitus=IDDM)はインスリン療法,食事療法ならびに運動療法を適切に行うこと

により,現在は健康小児となんら変わらない日常生活を送ることが可能とされているが,小

児にそのような治療を長期に行うことは,患児にとって精神的にも,肉体的にもかなりの負

担であり,また,家族においても子の養育態度にゆがみをまねき,発病年齢が早期の場合は,

子どもの情緒的発達が阻害されることが少なくない。そして,包括的治療の最も必要な小児

疾患の一つである。そこでその包括的治療における問題点について研究したので報告する。 


